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リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ
催
し

僉
市
民
講
座
僊

r  

臼
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
り
渦
家

具
の
修
理
。

s  

臼
は
7
月　

日
晶
、
渦
は　

日

16

18

掌
。
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
3
時
。

p  

o  

中
学
生
以
上
の
方
。
臼
は　
10

人
、
渦
は
5
人
。　

円
。

500

m  

7
月　

日
掌
か
らb  

。e  

11

僉
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
福
祉
バ

ザ
ー
僊

s  

7
月　

日
松
午
前　

時
～
午
後
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10

3
時
。

j  

リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ザ

（
厚
別
区
厚
別
東
3
の
1
）b  
（　

）
375

1
1
3
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下
水
道
関
連
の
お
知
ら
せ

僉
打
ち
水
用
水
の
配
布
僊

r  

下
水
の
高
度
処
理
水
を
配
布
。

飲
用
不
可
。
事
前
に
電
話
の
上
、

容
器
持
参
。

s  

q  

7
月　

日
捷
～
8
月　

日
晶
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13

午
前
9
時
～
午
後
5
時
。
創
成
川

水
再
生
プ
ラ
ザ（
北
区
麻
生
町
8
）。

i  

下
水
道
計
画
課b  
（　

）3
818

4
4
1
、a  

僉
下
水
道
の
使
用
は
届
け
出
を
僊

　

汚
水
を
公
共
下
水
道
に
流
す
場

合
は
、
排
水
量
に
応
じ
て
下
水
道

使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
納

入
通
知
書
」
の
下
水
道
使
用
料
の

欄
が
空
欄
に
な
っ
て
い
る
方
や
、

「
下
水
道
使
用
料
納
入
通
知
書
」

が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
必
ず

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
届

け
出
を
し
な
い
で
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
使
用
開
始
時
か
ら
の
料

金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

i  

下
水
道
財
務
課b  
（　

）3
818

4
1
2

僉
単
体
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
設
置

で
き
ま
せ
ん
僊

　

生
ご
み
を
砕
い
て
下
水
道
に
流

す
「
単
体
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
」
で
、

排
水
処
理
装
置
の
な
い
も
の
は
、

使
用
す
る
と
詰
ま
り
や
悪
臭
の
原

因
に
な
る
た
め
、
設
置
で
き
ま
せ

ん
。
適
合
評
価
を
受
け
た
「
デ
ィ

ス
ポ
ー
ザ
ー
排
水
処
理
シ
ス
テ

ム
」
は
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
設

置
前
に
必
ず
排
水
設
備
設
置
等
確

認
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

i  

排
水
指
導
課b  
（　

）3
4

818

2
2

 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

僉
新
し
い
保
険
証
の
送
付
僊

　

平
成　

年
中
の
所
得
額
に
基
づ

21

い
た
計
算
に
よ
り
、
8
月
か
ら
医

療
機
関
で
の
窓
口
負
担
の
割
合
が

変
更
に
な
る
方
に
は
、
7
月　

日
31

松
ま
で
に
新
し
い
保
険
証
を
お
送

り
し
ま
す
。　

現
在
お
使
い
の
古

い
保
険
証
は
、
同
封
さ
れ
た
返
信

用
封
筒
に
入
れ
て
、
速
や
か
に
ポ

ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

僉
3
割
負
担
に
な
る
方
僊

　

同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
住
民

税
課
税
所
得
が　

万
円
以
上
あ
る

１４５

方
が
１
人
で
も
い
る
場
合
、
医
療

機
関
で
の
窓
口
負
担
は
3
割
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
左
表
に
該
当

す
る
方
は
、
お
住
ま
い
の
区
の
区

役
所
保
険
年
金
課
へ
「
基
準
収
入

額
適
用
申
請
書
」
を
提
出
す
る
こ

と
で
、
申
請
の
翌
月
か
ら
１
割
負

担
に
な
り
ま
す
。

 
僉
減
額
認
定
証
の
交
付
僊

　

入
院
時
に
医
療
機
関
に
提
示
す

る
と
、
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度

額
な
ど
が
減
額
さ
れ
る
認
定
証

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
）
を
、
申
請
に
よ
り
随
時

交
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
市
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
被
保
険

者
で
す
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
が
7
月　

日
31

松
ま
で
の
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
で
、　

年
度
も
非
課
税
世
帯

22

と
確
認
で
き
る
方
に
は
、
新
し
い

減
額
認
定
証
を
７
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

所
得
申
告
と
と
も
に
申
請
が
必
要

で
す
。

僉
医
療
費
通
知
僊

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
「
医

■基準収入額適用申請

要　件同一世帯の
被保険者数

被保険者本人の収
入が383万円未満

1人 同一世帯の70歳～
74歳の方と被保険
者の収入の合計が
520万円未満
被保険者全員の収
入の合計が520万
円未満

　2人以上

療
費
通
知
」
の
発
行
に
は
登
録
が

必
要
で
す
。
希
望
す
る
方
は
被
保

険
者
番
号
が
分
か
る
も
の
を
お
手

元
に
ご
用
意
の
上
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

i  

区
役
所（
1
㌻
）の
保
険
年

金
課

国
民
年
金

僉
保
険
料
免
除
の
ご
相
談
を
僊

　

第
1
号
被
保
険
者
（
強
制
加
入

者
）
で
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

に
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
と
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、　

代
の
方
は
、
申
請
に

20

よ
り
保
険
料
を
後
払
い
に
で
き
る

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
（
所
得
要
件
あ
り
）。

　

希
望
す
る
方
は
、
お
住
ま
い
の

区
の
区
役
所
年
金
係
へ
ご
相
談
を
。

持
参
す
る
も
の
年
金
手
帳
か
納
付

案
内
書
、
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不

可
）、
前
年
の
所
得
を
確
認
で
き

る
も
の
、
離
職
し
た
方
は
離
職
票

ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
。

i  

区
役
所（
1
㌻
）の
保
険
年

金
課

国
民
健
康
保
険

僉
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た
僊

　

1
年
間
の
保
険
料
は
、
右
下
表

の
臼
～
厩
の
合
計
と
な
り
、
加
入

期
間
に
応
じ
て
月
割
り
で
計
算
し

ま
す
。
な
お
、
一
定
所
得
以
下
の

世
帯
は
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額

が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
僉
高
額
療
養
費
限
度
額
適
用
認
定

証
な
ど
の
交
付
僊

　

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
入

院
に
係
る
医
療
費
の
支
払
額
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
る
限
度

額
適
用
認
定
証
（
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
、
入
院
中
の
食
事
代

な
ど
の
減
額
認
定
を
兼
ね
た
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

p  

国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な

い　

歳
以
下
の
方
お
よ
び　

歳
以

69

70

上
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
。

m  

お
住
ま
い
の
区
の
区
役
所
保
険

年
金
課
へ
保
険
証
を
持
参
。

僉
高
齢
受
給
者
証
の
交
付
僊

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
昭
和　
10

年
8
月
2
日
～　

年
8
月
1
日
生

15

ま
れ
の
方
に
は
、
8
月
1
日
掌
か

ら
使
用
す
る
高
齢
受
給
者
証
を
、

7
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

■22年度国民健康保険料
介護分支援金分医療分

鰻40歳～64歳の各
加入者の21年中の
所得から33万円を
差し引いた金額の
合計額×2.77％

唄各加入者の21年
中の所得から33万
円を差し引いた金
額の合計額
×2.54%

臼各加入者の21年
中の所得から33万
円を差し引いた金
額の合計額
×9.95%

所得割額

⑧5,070円×（40歳
～64歳の加入者
数）

⑤4,450円
×加入者数

②17,390円
×加入者数均等割額

厩40歳～64歳の加
入者のいる世帯1
世帯当たり6,270
円

蔚1世帯当たり
7,270円

嘘1世帯当たり
28,390円平等割額

10万円13万円50万円年間限度額


